
音声教材に期待される効果について 
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 和泉市においても外国人児童生徒、日本語指導が必要な児童生徒等は増加している。また、使用

する言語も多様になっている。児童生徒の現状に合わせて適切に音声教材を使用することが、その

後の日本語習得や本来持っている能力を発揮することにつながる。 

今回は児童生徒の実態に着眼し、指導という視点から音声教材の効果について報告する。 

 

１．外国人児童生徒の段階別学びの現状 
 

JSL 評価参照枠を指導者の視点から段階別に捉えた。 

段階 学びの現状 JSL 評価参照枠 

① 母語のみ、すべての生活・指導において通訳、日本語指導が必要。 ステージ１ 

② 日本語は少し理解できるが学習では通訳、日本語指導が必要。 ステージ２ 

③ 日本語である程度会話できるが個別学習（日本語指導・教科指導）が必要。 ステージ３ 

④ 日本語で会話できるが個別指導（教科指導）が必要。 ステージ４ 

⑤ 通常学級で学習できるが個別指導（教科指導）が一部必要。 ステージ５ 

⑥ 通常学級で学習できる。 ステージ６ 

 

さらに、支援の形を表にすると、次のようになる。    

段階 母語ボランティア支援 個別の場での日本語指導 個別の場での教科指導等 

① ○ ○ ○ 

② ○ ○ ○ 

③ ― ○ ○ 

④ ― ― ○ 

⑤ ― ― ○ 

⑥ ― ― ― 

           
          ※１                 ※２ 
 ただし、言語習得能力及び児童生徒の置かれた環境によって、どの段階に当たるのか、またどの

段階にどのくらいの期間過ごすことになるのかが個人によって異なる。  

 

※１ 言語習得能力 

   （言語能力を支える力） 
     は外国人児童生徒が特に 
    影響を受けると考えられる力 

 

 

 ・音韻認識      

 ・認知機能              

 

 

  

 

言語能力習得へ 

（知識・技能、思考力・判断力・ 

表現力、学びに向かう力・人間性）等 

 

聞く 

話す 

読む 

書く 

語彙力 
コミュニケーショ

ン力 

発音 

音-文字合わせ 

資料２ 



※２児童生徒の置かれた環境 

 

 置かれた環境 

移住する前の環境 ・母語のみの環境から日本に移住した。 

・母語中心で過ごしていて日本語に少し親しんでいた。 

・学校等では母語、家庭では日本語を使っていた。 

・日常的に日本語を使っていた。           等 

母語 ・漢字圏である。 

・日本語と文法上の違いが大きい。          等 

移住した年齢 ・幼い時期に移住した。 

・中学生以降に移住した。              等 

学校での環境 ・同じ母語を話す友達がいる。 

・第二言語として英語を習得していて、英語を話せる友達がいる。 

・周りはみんな日本語を話す。            等 

                 ＊上記のほか、個人によって置かれた環境は様々である。      

 

２．言語習得能力に対する音声教材の効果 

 
 外国人児童生徒の学びの現状から、その置かれた環境や言語習得能力の違いによって日本語習得

の特性は異なる。一方で、言語習得能力の育ちは、母語を日本語とする児童生徒と同じ過程をたど

ると言える。 

 

①「聞く→話す」段階 

読み書きの習得過程において、「聞く→話す」という会話のレベルでは文字を必要としない。た

だ、聞いた音を話そうとすると発音という課題が浮かび上がってくる。シンプルな音の日本語は、

舌を回して多様な発音をする外国語からすると発音が難しい。幼い時に家庭で聞いて覚えた外国語

の舌の動きで日本語を発音しようとすると、場合によっては多くの音を正しく発音することができ

ない。よく似た音が母語の発音になったり、日本語の発音で舌を動かせなかったりするのである。

日本語を母語とする子どもたちの構音障害と同じような状態が起こると言える。 

②「読む」段階 

「読む」という段階で文字の獲得が必要になる。シンプルな音に対応したひらがなは習得しやす

い。カタカナも同じく習得しやすい。また、漢字は形の似たものがあったり、読み方もいくつかあ

ったりするため習得が難しい。音・文字合わせの弱さを持つ場合は、ひらがな・カタカナはもちろ

ん、さらに漢字では困難さが増すと言える。 

③「書く」段階 

「書く」段階では「読む」ことができる文字は「書く」ことにつながりやすいため、ひらがなや

カタカナを「書く」ことは比較的容易である。形がシンプルであるカタカナを先に習得する場合も

よく見受けることがある。しかし、前述の①で発音がうまくいかない場合、自分の発音した文字を

「書く」ことで文字を間違えてしまう。さらに、漢字になると形が複雑である。読み方も多様であ

り、違う形でも同じ読み方がたくさんある。そのため、漢字を「書く」ことは大変難しいことだと

言える。文字・音合わせの弱さを持つ場合は、さらに「書く」ことが困難となる。 

 

この他、いずれの段階でも「視覚認識、聴覚認識、記憶、推論・判断」などの認知機能や音韻認

識が大きな影響を与える。認知機能は学習全体を支える力となるものである。音韻認識は音をとら

え、音がいくつからできているかを分かり、音・文字合わせができる力である。それぞれの力には

個人差があり、そのことが言語習得能力に影響する。 

  

以上のことを踏まえ「読む」段階でいかに音声教材が効果的であるかを述べる。 



 

【H３０ 日本 LD 学会大会発表のポスターから引用】 



 





 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔事例１〕 

上記の A 児は、知的に問題はなく、読みに弱さを持つ典型的な児童と言える。１年生のつま

ずきが見られた段階でデイジー教科書等音声教材を使用した指導を行った。 

 通級開始は１年生９月で、当初は音読潜時８秒程度であった。入級後すぐにデイジー教科書

で読む練習と認知機能強化トレーニングを行った。様々な弱さを持っていたが、認知機能が改

善されると１１月頃には「読み」の弱さが際立つようになった。その頃は音読潜時４秒程度に

なっていた。その後、テストのデイジー化を大阪教育大学の金森特任教授にご協力いただき、

上記のように読んでもらうことでテストの点数が向上した。さらにデイジー教科書等音声教材

の利用も重ね３年生の６月には音読潜時１秒程度となった。 

 デイジー教科書等音声教材の利用で音・文字合わせの弱さが改善、文章を読んでもらうこと

で理解できた例と言える。 

〔事例２〕 

 D 児は、発音の弱さから１年生１学期でひらがなを半分程度しか覚えられなかった。父が日本

人、母がフィリピン人である。 

２学期から通級開始。構音指導と合わせて、デイジー教科書を使って学習を重ねた。音と文

字が同時に入ってくることから、構音指導で覚えた音を確認できた。さらに、ハイライトした

部分を固まりとしてとらえることができ、言葉として習得されていった。 

１年生３学期には、自力でもなめらかに読めることが多くなり、自信をつけた。発音、単語と

してとらえる力の向上という観点でも改善の手がかりとなった例と言える。 

〔A児 3年生 6月の結果〕 
 

 
 
 学年が上がり、ルビはあるものの単語も難

しく長くなる中、音読潜時は１．０８秒と速

くなってきている。 

 学校での学習でデイジー教科書と教科書

併用、家庭学習で音声付き教科書を使って音

読宿題をしている。本人が弱さを自己認識し

ているので、家庭でも人一倍音読を頑張って

いる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．外国人児童生徒のおかれた環境と指導場面別音声教材の利用 

 
 母語を日本語とする児童生徒の中で、読み書きに弱さを持つ児童生徒に有効な音声教材の活用を

取り入れた指導法と支援機器の有効性、配慮したい点をまとめた。 

 

 母語ボランティア支援でできる支援機器活用（通常学級において） 

指導法 ①教科書の文字情報も参照できる音声教材等を手元に置きながら他の児童生徒

と共に学ぶことができる。 

②板書やプリント等その他の文章は、スマホやタブレットで翻訳アプリを利用

することができる。 

支援機器の 

有効性 

①音声教材によっては読み速度を自分に合わせることができ、ハイライト機能

を使うことで音―文字合わせがスムーズに行える。日本語の文字習得につなが

りやすい。 

②板書やプリント等その他の文章を翻訳することで、学習内容を母語で理解す

ることができる。 

配慮したい点 ①音声教材に慣れないと場合によってはサポートが必要である。 

②スマホやタブレットを使用する環境を整えるための準備が必要となる。 

 個別の日本語指導、個別の教科指導でできる支援機器利用 

指導法 【個別の日本語指導において】 

①使用している日本語指導テキストのデイジー化を行うと、読み上げながらハ

イライトするので音-文字合わせが容易になる。 

②板書やプリント等その他の文章は、スマホやタブレットで翻訳アプリを利用

することができる。 

支援機器の 

有効性 

①音声教材によっては読み速度を自分に合わせることができ、ハイライト機能

を使うことで音―文字合わせがスムーズに行える。日本語の文字習得につなが

りやすい。 

②板書やプリント等その他の文章を翻訳することで、学習内容を母語で理解す

ることができる。 

配慮したい点 ①音声教材の操作に慣れないと場合によってはサポートが必要である。 

②スマホやタブレットを使用する環境を整えるための準備が必要となる。 

 
 

 

〔事例３〕 

 E 児は、４年生の時に通級でデイジー教科書等音声教材の利用を始めた。特に漢字の読み書

きが苦手であった。認知機能の弱さもあり、そのトレーニング行いながら、一方では「まず読

める」ことを目標にデイジー教科書をしっかりと読み続けた。テストも支援機器を利用した。 

 デイジー教科書で読む経験を積むことで、本来持っていた自身の経験や知識と文字が対応し

て語彙力を向上させた。その結果、５年生当初は漢字の読み替えだけが弱さとして残った。ま

た、デイジー教科書を読むことで、漢字の読みに加えて視覚的に形も覚える結果となり、漢字

を書く力も向上した。 

６年生１学期から支援機器を使用したテストはやめ、ルビ付きテストで対応した。２学期に

はルビもなしで、みんなと一緒にテストを受けている。 

これは、語彙力、漢字の読み能力に加え、漢字を書く力も向上した例と言える。 



【まとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 音声教材の利用は、母語を日本語とする児童生徒の文字習得段階から単語習得段階において

大変有効である。それは、 

 

○文字を読む。 

 

○単語を読む。 

○単語の意味が分かる。 

（単語の前後関係、自己の経験と合わせて） 

 

○文を流暢に読む。 

○文の意味が分かる。 

（文脈、自己の経験と合わせて） 

 

○文章を流暢に読む。 

○文章の内容理解ができる。 

 （語彙力、推論等働かせて） 

 

というように、文字を覚える段階から文章理解の段階まで幅広く利用できるものである。効果

を上げるためには、できる限り音声教材を毎日、多くの教科で利用できることが望ましい。ま

た、必要に応じて、試験問題についてもデイジー化や音声化による支援があることが望まれる。

このことは、外国人児童生徒の言語習得能力に対する音声教材の利用においても同じことが言

える。 
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音―文字合わせ 

かたまり読み 

流暢な読み 

言語の活用、思考、表現へ 

ひらがな 

カタカナ 

漢字 

などの 

文字の形

を認識 

〔課題１〕 

 支援機器はタブレットや音声付き教科書等、教科書とは別に準備する必要がある。そのため

「その費用をどこから出すのか」という課題がまず浮かび上がる。また、タブレットについて

は使い慣れない教員も多く「使い方のサポートをどうするのか」ということも課題と言える。 

〔課題２〕 

 試験問題のデイジー化による児童生徒への有効性から「個別の教育支援計画」に記載し、小

学校での実践を中学校へ引き継いでも実践を継続できないことが多い。それは高校入試で受験

の配慮として「ルビ振り」さえ認めた実績がない自治体もあるためと言える。支援機器を利用

した受験はさらに障壁が高いと考えられるため、受験での配慮として明確に認める記載や実績

が必要となる。 


